
日
月
旗
の
奉
納

近
江
神
宮
で
は
大
き
な
祭
典
の
際
、
内
拝
殿
と
外
拝
殿
と
の
中
庭
に
日
月
旗

一
対
を
掲
げ
て
い
ま
す
（
右
は
上
部

の
円
が
金
色
で
日
を
表
わ
す
日
像
旗
、

左
は
銀
色
で
月
を
表
わ
す
月
像
旗
）
。

外
拝
殿
に
ま
で
参
列
い
た
だ
く
参
列

者
の
多
い
祭
典
に
掲
げ
る
だ
け
で
す

が
、
そ
れ
で
も
風
に
あ
お
ら
れ
て
台

座
に
当
る
な
ど
で
傷
み
が
早
く
、
こ

の
ほ
ど
、
四
月
の
例
祭
に
あ
わ
せ
て

新
し
い
旗
を
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
供
神
饌
講
設
立
時
よ
り
講
元
と
し

て
参
画
さ
れ
、
長
ら
く
お
世
話
い
た

だ
い
て
い
た
福
田
シ
ロ
様
の
百
歳
記

念
の
奉
納
に
な
る
も
の
で
す
。

福
田
様
は
東
京
在
住
で
す
が
、
日

供
神
饌
講
設
立
以
前
か
ら
近
江
神
宮

崇
敬
者
と
し
て
祭
典
参
列
、
各
種
ご

奉
仕
な
ど
、
九
十
代
半
ば
の
こ
ろ
ま

で
年
に
何
回
も
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
近
年
は
高
齢
と
な
ら
れ
、
参
列
等
は
適
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
も
家
業

な
ど
で
元
気
に
過
ご
さ
れ
、
今
回
奉
納
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『
近
江
神
宮
燃
水
祭
』
冊
子

燃
水
祭
に
つ
い
て
は
以
前
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
毎
年
七
月
七
日
（
七
日
が

土
日
の
場
合
は
五
日
）
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
石
油
の
祭
典
で
す
。
日
本
書
紀
の

天
智
天
皇
八
年
七
月
の
条
に
「
越
の
国

燃
ゆ
る
土

燃
ゆ
る
水
を
た
て
ま
つ

る
」
と
記
す
の
が
日
本
史
上
の
石
油
の
初
出
で
す
（
燃
え
る
土
は
天
然
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
の
こ
と
と
い
う
）
。
こ
れ

に
ち
な
ん
で
、
新
潟
県
胎
内
市
黒

川
で
七
月
一
日
に
採
油
さ
れ
た
原

油
を
胎
内
市
の
代
表
者
が
七
日
の

近
江
神
宮
燃
水
祭
に
参
列
し
て
奉

献
し
ま
す
。

先
だ
っ
て
全
国
石
油
商
業
組
合

近
畿
支
部
か
ら
『
近
江
神
宮
燃
水

祭
』
と
題
す
る
小
冊
子
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
燃
え
る
土
関
係
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
事
業
の
広
報
関
係
者
に
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
江
神
宮
の
燃
水
祭
、
ま
た
七
月
一
日
の
新
潟
県
黒
川

の
燃
水
祭
の
こ
と
が
、
多
く
の
写
真
と
と
も
に
掲
載
、
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
手
ご
希
望
の
方
に
は
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

手
作
り
市
「m

a
r
c
h
e
"
S
"

」

昨
年
八
月
か
ら
毎
月
第
三
土
日
曜
日
に
、
表
参
道
の
一
の
鳥
居
付
近
と
二
の

鳥
居
ま
で
の
参
道
で
、
手
作
り
市
「m

a
r
c
h
e

（
マ
ル
シ
ェ
）"

S
"

」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
販
促
物
・
デ
ザ
イ
ン
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
な
ど
を
行
っ
て
い

る
、
ソ
バ
イ
ル
株
式
会
社
（
〇
七
七－

五
八
四－

五
五
〇
八
）
の
主
催
で
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
・
服
飾
小
物
・
食
器
類
・
ガ
ラ
ス
製
品
・
木
工
品
な
ど
の
さ
ま
ざ

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講

新
版
第
二
十
五
号

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

本
年
の
日
供
神
饌
講
講
社
大
祭
・
饗
宴
祭
は
、
六
月
三
十
日
、
滋
賀
県

甲
賀
地
区
講
元
講
員
の
皆
様
に
よ
り
大
膳
職
以
下
所
役
を
ご
奉
仕
い
た

だ
き
、
賑
々
し
く
斎
行
で
き
ま
し
た
。
ご
報
告
と
と
も
に
講
員
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。



ま
な
雑
貨
や
飲
食
な
ど
、
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
、
二
日
間
そ
れ
ぞ
れ

三
十
店
前
後
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
そ
の
日
は
中
止
に

な
り
ま
す
が
、
年
内
は
毎
月
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

神
社
境
内
は
昔
か
ら
市
が
開
か
れ

る
な
ど
、
人
の
集
ま
り
の
拠
点
と

な
る
場
所
で
も
あ
り
神
前
で
の
賑

わ
い
を
楽
し
む
も
の
で
し
た
。
二

の
鳥
居
ま
で
ま
だ
ま
だ
十
分
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
店
数
が
さ

ら
に
増
加
し
、
今
後
多
く
の
人
に

来
て
い
た
だ
い
て
広
が
っ
て
い
き
、

あ
わ
せ
て
参
拝
者
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ソ
バ
イ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
a
r
c
h
e
s
.
s
o
b
i
l
e
.
c
o
.
j

p

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵

近
江
神
宮
の
漏
刻
の
と
こ
ろ
の
池
に
は
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
棲
息
し
て
お
り
、

時
折
大
き
な
鳴
き
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
今

年
も
五
月
中
旬
こ
ろ
、
池
の
あ
た
り
の
何

か
所
か
に
卵
を
産
み
つ
け
ま
し
た
。
多
く

の
蛙
は
水
中
に
卵
を
産
み
ま
す
が
、
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
は
水
の
外
の
木
や
岩
の
間
な

ど
に
白
い
泡
と
と
も
に
産
み
つ
け
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
写
真
の
白
い
泡
（
中
程
の

右
端
と
左
上
方
の
草
の
と
こ
ろ
）
の
中
に

多
く
の
卵
が
入
っ
て
お
り
、
泡
が
卵
を
保

護
す
る
役
目
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

本
年
後
半
の
祭
典
行
事

七
月
七
日
午
前
十
一
時

燃
水
祭

七
月
二
十
三
・
二
十
四
日

全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

八
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

弘
文
天
皇
祭

八
月
二
十
八
日
午
後
一
時

献
書
祭
（
全
国
献
書
大
会
表
彰
式
）

十
一
月
七
日
午
前
十
一
時

御
鎮
座
記
念
祭

十
二
月
一
日
午
前
十
時

初
穂
講
大
祭

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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:
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「
日
供
神
饌
講
」
ペ
ー
ジ

一の鳥居前の出店状況

手作り市「marche"S"」ポスター


